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研究シーズ概要 

レーザーを用いて材料表面にナノメートルオーダーの微細構造を形成させるこ

とで従来の材料の特性（光学特性、撥水特性、摩擦特性など）を変化させることが

できます。レーザー微細加工を実施するためには、材料ごとに最適なレーザー波長、

パルス幅、レーザーフルエンス（単位面積当たりのエネルギー）、照射回数やアブ

レーション閾値（レーザー照射によって飛散が始まる単位面積当たりのエネルギ

ー）などの基礎データの取得が必要です。本研究では、基礎データの取得からそれ

を基にしたレーザー微細加工技術による機能性材料開発までを実施しています。レ

ーザー照射条件を変化させることで微細構造が変化することを利用して材料の特

性を制御することも可能と考えております。例えば太陽電池表面に発振波長 308nm

のエキシマレーザーを用いて微細加工を施し、表面に 300 nm程度の微細構造を形

成させることで、反射率を 2％程度低減させることに成功しています。 

進捗状況 着想・構想段階      基礎研究段階      実証段階 

連携研究の 

範囲・方法 
◆レーザー微細加工に必要な基礎データの取得およびそれを基にした微細加工 

用途・効果 

・市場 

◆材料の光学特性（反射率、吸収率）の制御 

◆材料の撥水性制御 
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